
新年明けましておめでとうございます
　昨年もコロナ禍で行事や催しの中止が相次ぎました。今年こそはコロナも落ち

着き、平常が戻ることを願っていることと思います。引き続き安全・安心のまち

づくりを目指して頑張っていきたいと思います。宜しくお願い致します。

　１２月１０日（金）１０：００～ひめやま保育園の年長

組の園児たち２０人が楽器と絵本を持ってきてくれま

した。演奏もよかったが、読み聞かせがすばらしかっ

た。物語として伝わってきました。

　第2部は、合唱団「藍」のみなさんの演奏会でした。

園児たちとクリスマスソングを一緒に、ベルを鳴らし

たりして歌いました。

　そして、園児たちが帰ると今度は大人たちへの演

奏会でした。季節の歌や、愛唱歌の曲当てクイズ、

ベルを持っての「ふるさと」を一緒に演奏しました。

　最後は、竹内まりやさんが作詞した「いのちの歌」

という曲を歌ってくれて心に響きました。

「本当にだいじなものは　隠れて見えない　ささやか

すぎる日々の中に　かけがえない喜びがある・・・

生まれてきたこと　育ててもらえたこと　出会ったこ

と　笑ったこと　そのすべてにありがとう」

　１１月１４日（日）「祝祭の広場」で神楽教室が 　１２月４日（日）南部

開かれました。大分市内の七つの子ども神楽 公民館で南部地区人

グループがすばらしい舞を披露しました。 権教育推進協議会の

　寒田校区公民館で毎日曜日練習をしている 主催で「人権講演会」がありました。「あーよかった

西寒多子ども神楽も「五方礼始」を演じました。 な　あなたがいて」と題して教育サポーターの仲島

　また、「神楽って楽しいの？」ということで体 正教さんが熱弁をふるわれました。

験教室も開かれました。３点セット（烏帽子、鈴、 　つながりと感動があればいじめや差別がなくなり

御幣）を作って、それ ます。そして、人権教育でみんなが笑顔になること

を使って実際に舞う を一生懸命に話してくれました。少しだけ長かった

体験も行われました。 けど、みなさん最後まで聞きいっていました。先生

　子どもたちも頑張っ 方にもたいへん参考になったようです。感動をあり

ています。 がとうございました。

　２月１４日（月）１０：００～後藤恵子さんの「創作絵説き～吉四六さん語り」

の予定です。

　事前申込みの必要もなく、無料ですのでお気軽にお越しください。楽しい

講座だと思います・・・。
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